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論 文 内 容 の 要 旨

昆虫個体群動態論は,害虫の防除や発生予察の基礎として重要であるが,これまでの研究では,生息場

所の壁間的構造との対応が不十分で,寒廉時間と空間の両軸からとらえるべき個体群動態が,主として時

間的側面のみから解析されてきた｡

本研究は, カガノアザ ミCirsiumkagamonianum を食草とするコプ舟オニジ3.ウヤホシテントウHe-

nosepilachnabustulosaを材料とし,生息場所のパッチ構造と個体群の時間-空間動態との関係を詳しく＼解

析したものである｡

調査は京都大学声生演習林のブナ原生林内で4年 間紀わたって行われた｡毎年多数の成虫をち個体識別可

能な標識を施して放逐し,捕獲一再捕獲の関係か ら Joll㌣Seberの確率モデルによって総個体数,生存率,

加入率などの個体群Jl'ラメータを推定すると共 に , アザミ群落問の成虫の移動交流の動感を解析した0--

万,産卵から成虫羽化に至る発育期悶絶ついて は,株 [ご との個体数調査に基づいて生命表を作製し,変動

主要因分析によって変動を律する要因の検出を行った｡

その結果,調査地域内の個体群は食草の量に比して唐紅低い密度レベルを維持しており,世代間の個体

数変動の幅も1.5倍程度紅すぎず,大変安定t/∈いることが分ったO越冬雌あたりの新成虫産出率は0.9.

-3.3と低かったが, これは産卵数が少ないことと,卿～勃虫期に-サミムシ類などの捕食による死亡が

高率に達するためであったO捕食による死亡率は幼虫密度Kt対して明瞭な依存性を示さず,個捧群の平均･

密度を低いレベルに保ついわゆる条件づけ過程として働いていると推論された｡一方,個体群密度の安定

化機構としてほ,産卵期における成虫の密度依存的移動が重要であったOすなわち,成虫の移動率が群落

上の成虫密度に依存的である結果,群落間の産卵密度が均一化されるばかりでなく,その過程における産

卵抑制や死亡を通じて調査地域全体の個体群密度も安定化する償向がみられたo

以上の結果は,昆虫の自然個体群の密度制御に対する生息場所のパッチ構造や描食性動物の役割を明ら

かにした点で意義が大きいと考えられる｡また,本研究において明らかになったコプオオニジュウヤホシ

ー1087丁-



テントウの生態的特性を,近縁種でナス科作物の害虫盛なっているニジュウヤホシテントウH.viginiio-

ciobunctaiaやオオニジュウヤホシテントウH･vigint.iRCtOmaCulataの特性と比較すると,産卵数,寿命,
個体群の安定性などの点で,前者は後二者より生活史戦略の r-K系列においてよりK戦略的であると推

諭された｡これは害虫化の観点から興味深い｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

昆虫個捧群の変動や安定化の磯鹿の解明は,昆虫生懸軍の中心魂題で参考ばかりでなく,害虫の発生予

察や防除の基礎としても重要視されている｡しかし,従来の研究は主として害虫を対象としているため,

比較的高密度の個体群のみを取扱ってきた憾みがある｡また,比較的単純な生息環境である農作物は場や

植林地を調査対象にしているため,生息場所の異質性や不連続性などの空間構造との対応が不十分であっ

たOこれらの点は昆虫個体群動態の一般理論を確立する上で弱点となっており,常に低密度の状態を維持

している多くの昆虫の個体数制御機構を生息場顔の構造と関連させて解析する必要性が指摘されている｡

本研究は, このような観点からカガノアザミCirsiumkagqmontanumを食草とするコプオオニジュウ

ヤホシテソトウHenosel,ilachnabusiulosaの個体顔の空町 時間動態を,京都大学声生演習林において4

年間にわたって調査し解析した結果をとりまとめたものである｡

本研究の特色として,(1)標識再描法の広汎な適用によって成虫の個体数,生存率,加入率などの経時的

変動を高い精度で推定すると共に,パッチ状に分布するアザミ群落間の移動交流の動態を詳しく解析して

いること,および(2)群落ごとに生命表を作製し,変動主要因分析を行うことにより,世代間のみ卑らず場

所間の変動を律する要因をも検出していること,が挙げられる｡

研究の結果,調査地域の個体群は全体として食草の量に比し低い密度に維持されており,世代間の変動

幅も1.5倍前後で昆虫類としては非常に安定した個体群を維持していることが明らかとなった｡高密度に

達しない理由は,近縁の害虫種に比べ越冬雌あたやの実現産卵数が少ないことと,卵から幼虫期にかけ-

サミムシなどの描食者の働きによって高率に死亡するためであった｡また密度安定化の機構としては,産

卵過程における密度依存性が重要であった｡これは産卵期の成虫が群落上の密度に依存して移動するため

で,その結果各群落上の産卵密度が均一化されるばかりでなく,移動中の死亡や産卵抑制を通じて調査地

域全体の個体群密度の調節にも役立っていると結論された｡

また,この研究において明らかになったコプオオこ.i,与ウヤホシテントウの生態的特性を,ナス科作物

の苦虫である同属のニジュウヤホシテントウ H.viginiiociobunctataやオオニジュウヤホシテントウH.

viginiioctomaculdaの特性と対比して,害虫化の諸条件について考察している｡

以上のように本論文は,個体群動態に対する生息場所の空間構造や捕食者の影響について貴重な知見を

えており,昆虫生態学に寄与するところが大きいのみでなく,今後の害虫管理に対しても示唆を与える虎

が少なくない｡

よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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